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ピラニアが示した進化のシナリオ 
――古典的形質を維持していた生物から得られた GnRH パラログ進化の仮説―― 

 

発表のポイント 

◆種によって GnRH1/3 のいずれかが発現するといわれていたニューロンで、ピラニアは両方の

遺伝子が共発現することを発見した。さらに、ピラニアの特殊な発現パターンをメダカ・ゼ

ブラフィッシュにおいて擬似的に再現した結果から進化のシナリオを推定した。 

◆これにより、脳下垂体を制御して繁殖制御を司る GnRH パラログが種ごとに異なる理由を初

めて実験的に説明することができた。 

◆理論的には比較的早期に冗長性が失われるとされる遺伝子重複後のパラログにおいて冗長性

が保たれる例外を示し、遺伝子進化一般のセオリーと実態を繋げることが期待される。 

 

 

ピラニア・ナッテリー 

 

概要 

東京大学 大気海洋研究所 海洋生命科学部門の神田真司准教授による研究グループは、GnRH

神経系において発現し、排卵制御の鍵となる GnRH パラログの発現に種間差が存在することに

ついて、共通祖先が比較的最近まで保持していた冗長な発現が原因である可能性が高いことを

明らかにしました。 

機能的に相同な細胞においても、種によって発現するパラログが異なることが稀に見られま

すが、その理由はほとんどのケースで明らかにされておりません。本研究では、繁殖に必須と

考えられている GnRH 神経系をモデルとして、ピラニアにおける GnRH パラログの発現を解析し

ました。すると、同じ機能の GnRH パラログ（gnrh1、gnrh3）が視床下部ニューロンで共発現し、

両者が冗長的に脳下垂体機能を調節していることがわかりました。さらに、遺伝子ノックアウ

トや、他魚種でのエンハンサー活性解析でさらなる検証を行い、共通祖先がもっていたこの共

発現が、現生種で脳下垂体制御に用いられている GnRH パラログのサブタイプが種間で一定し

ない原因となっていることを証明しました。この研究成果は今後遺伝子進化一般の理解に役立

つことが期待されます。 
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▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

 

プレスリリース 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240306.html 
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